
引用文献の仮説検証 番号 記号 名称
2 舗装面

3 Ｗ 溝ゾーン

4 L1～L4 平ゾーン

5 溝

記述
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実証試験内容から推定される溝ゾーン
上述実験されたとする内容から溝数3個ニ、を形成する予想図

ニ、の存在

上述試験されたとする計算式から導き出される発生予想周波数

161729.56÷1.733
= 93323.46／分
= 93323.46／60秒
= 1555Hz となる。

タイヤ　６　の外径を　360㎜　とするとドラム　８　の外径は、そのスケールから　３００ｍｍと推定される。
模式図では下記の溝の配置であると予想される。

模式図からドラムの外周長さは 942 mm
1音の凡例 (mm)

実験してとされるドラムの模式図

距離 個数 長さ
溝ゾーンは 62 mm 13 箇所 806 mm
平ゾーンは 10.5 mm 13 箇所 136 mm

＠ 72.5 mm 13 箇所 942 mm となる。

溝形
発生される周波数 (Hz)

時速 97 km/h 1音を奏でる時間'= 0.002689 秒
秒速 26944.44 mm/s

942㎜の所要時間 0.034961 秒／1回転

ニ
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2073 1555 518 20731555 1036 518 1036 2073 1036 1555 1036 518

ドラム周長 942㎜ ( 13@72.5)
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平ゾーン溝ゾーン
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ドラム1周で発生する回数 溝数 回数 振動数
イ 4 3 12
ロ 2 4 8
ハ 1 3 3
ニ 3 3 9

32
1秒間でドラムの回転する数 26944 942 28.6 回／
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実証試験

の結果から

得られたと

される計算

式が正しけ

れば右図で

も同様な結

果が得られ

る。








